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では正月，8日に長福寺僧によって御祈蝿窪が行われ､二月中には､一宮関曽によって

彼岸御供が､修禅寺僧によって茄奮窪が奉納される｡長福寺(のちの功山寺､臨済宗）
おそなえ

と修禅寺（真言宗）はともに長門府中（長府）にあるが、一宮とも関係していたことがわ

かる｡一宮社官は､二宮社官とともに、3月3日夜に府中穆荘で行われる謝申会に出仕す

る。これは9月9日にも国分寺で行われる。

夏（4月から6月）の神事について。

二宮で4月中卯の日に御鎮《書)前7日の神事があり、同日夜は両社で神楽があり､在庁

官人も出仕する。4月には、両社で和布刈神事が行われる。5月5日、両社ともにこの日

くらべうまやぶさめ

諸国に見られる勇壮な神事である競馬と流鏑馬が行われる。一宮では6月28日に御祓

河神事があり､社官ことごとく参加しなければならない重要なものであるが､擬錫(身体

の猿れを移す人形)を河に流して祓えを行っていたのであろう。同月晦日の童越祭礼まで

一連の夏季の祓えが続けられる。二宮でも。6月13日に祇園御祓、同月28日から晦日

にかけて夏越祭礼というように、一連の夏季の祓えが続けられる。

秋（7月から9月）の神事について。

一宮では7月7日に織女祭という名前でいわゆる七夕を行っている。8月15日は

溌笙雲であり､社官がことごとく参加する重要なもので､両社の神輿が宇都宮へ御幸する。

放生会は、石清水八幡宮では国家的行事として行われ、諸国の寺社にも伝播した。一宮で

はそれに先行して執行担当者である行事役の神事が同月9日から始められ、放生会までの

間、同じく執行担当者である正分役人が社参したり、田楽舞や獅子舞が催される。二宮で

は同月1日から放生会鎮斎が始まり、13日には一宮と同様に獅子舞がある。費用のかか

る大祭であったので、二宮では1624年（寛永2）以来絶えてしまったが、それ以前で

は、神輿が御幸する際には二宮前後左右に市をなし、諸国から群集して交易するほどにぎ

わった祭礼であり、この御幸を「市渡り」と言ったという（『防長寺社由来』7長府二宮)。

一宮社官は、吉母社官とともに、9月25日に吉母若宮殿放生会を行ない、同月28日

に末社吉永庄の神事を行っている｡また、1月18日には､安成村末社若宮隣申事がある。

これらは末社との本末関係を維持し、かつ社領内に設けられた末社を介して庄や村といっ

た社領の支配を確認する意義を持つものと考えられる。

冬(10月から2月）の神事について。

おいつへいつ

11月24日には、二宮の沖に浮かぶ奥津・平津両島の祭がある。一宮においては12

月，日から御篭蟻が始まり、8日に社官はことごとく参籠し､二宮では同月’日から
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